
失われた観覧車の行方

昭和33年ころ

大沼国定公園

空中観覧車

　当館では、七飯町の歴史を語る上で、蒐集し
なくてはならないと考えている写真が幾つもあ
る。特に大沼公園に関するものでは、ウォー
ターシュート、観覧車、大沼電鉄とその駅舎、
大沼スカイタワー、大沼遊園地、スバルパーク
などである。
　これらの施設は、もうすでに失われているの
で、往時の様子を写している写真は貴重な記録
資料となる。そのため、ことあるごとに、探し
てはいたものの、中々見つけられないでいたの
である。
　ところが、つい最近、当館をよく訪れてくだ
さる方から「大沼の観覧車の写真見つけたけ
ど、あんまり重要じゃないものかい？」と連絡
をいただいた。いやいや、貴重ですよ。と、興
奮で血の温度が上がるのを覚えつつも、何事も
なかったかのような冷静さを演じ、後日、お願
いして寄贈してもらったのが右の写真である。
　大沼公園に観覧車が存在していたことを知る
人は少ないかもしれない。昭和25年に、北海
道庁の「大沼公園整備五ヶ年計画」の一環とし
て、ウォータースライダーとともに、北海道初
の遊具として建設された観覧車は、高さ12
ｍ。屋根のない2人乗りベンチ8台が取り付け
られたもので、現在の東大島に設置された。
　昭和26年に、吉田初三郎と七飯村との契約
により発行した「七飯村鳥瞰図」にも、ウォー
ターシュートと並んで描かれている。当時にし
てみれば珍しい施設だったためか、鳥瞰図では
ベンチではなく屋根付きの箱型、しかも、それ
が11個も取り付けられた姿に誇張され描かれ
ているのだからおもしろい。

　ところで、現在この観覧車を大沼公園で見る
ことは出来ません。しかし、その行方は「観覧
車通信」東京支部長で観覧車研究家である福井
優子氏によって明らかにされた。調査による
と、客足が遠のいた大沼の観覧車は、昭和40
年に、函館公園内にある「こどものくに」に移
設されたそうだ。しかも、現存する日本最古の
観覧車として今も稼働しているというのだ。こ
の一方をメディアで知った時、失われたものが
繋がれた。そんな思いになった。改めて福井氏
の熱意に感謝しています。
　さて、冒頭にも紹介した未だ見つかっていな
い写真たち。その捜索は、まだまだ続いていま
す。この紙面の読者の中に、所在を知る方がい
ましたなら、当館まで連絡下されば幸いです。
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１０月の予定
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　　　　　　晴天の中、当館初となる
「駒ヶ岳の植物観察会」を開催しました。
6合目から馬の背までの登山道を歩きなが
ら、イワブクロやイワギキョウなど、七飯
町内でも、特に駒ヶ岳に多く生息する高山
性植物を観察しました。講師は、函館植物
研究会の宗像英明氏にお願いし、噴火後
に、どのような段階を経て緑が回復してき
たかや、駒ケ岳における植生の特徴など、
興味深いお話をお聞きしました。山頂から
の眺望も綺麗でしたよ。
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　当館の周りでは、ヤマボウシの実が赤く色づいて
きた。ホオズキもオレンジ色へ、赤く染まったトン
ボも増えてきた。一方で、まだ蝉の声が細く響き
渡っている。いま時期は、まるで夏と秋のせめぎ合
いのようだ。日を追うごとに、秋の色が優勢とな
り、季節が完全に移ろうのだろう・・・と、情緒的
にあたりを見渡しながらも、未だ旺盛に伸びてくる
畑の草には気付かないふりをしている。しかし、そ
ろそろ草刈り機の出番のようだ。（やまだひさし）
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　編 集 後 記 　～tawagoto～
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※１０月の休館日はありません。
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　　　　　　夜の博物館第３夜は、「骨
のはなし」です。八雲町郷土資料館学芸
員の大谷茂之氏を講師にお招きし、動物
の骨の大まかな見分け方から、遺跡から
出土する骨や貝殻から、どの様に古環境
を復元するのかなどわかり易く説明して
いただきました。
　また、当館所蔵の頭骨標本や、大谷氏
の所有物である人体骨格見本を用いて、
人間とその他の動物では、骨の構造がど
のように違うのかなど、学びました。暑
い夜でしたが、ひんやりと感じたのは、
やはり骨のお陰でしょうか？？

　　　　　雨がちらつく中、ジュニア探検クラ
ブでは、七飯駅からJRを利用して大沼まで移
動し、自然保護監視員の金澤晋一氏に指導いた
だき、水中の生き物について調べてきました。
まずは、みんなでズボンのすそをまくり、小沼
の中へ入ります。網を使って泥を探ると、エビ
や魚などがたくさん捕れました。「いろいろな
生き物がいるということが、自然にとっても大
切なんですよ」という金澤氏の言葉。子どもた
ちも、生物の多様性について、肌身で感じたの
ではないでしょうか。ちなみに、お昼はジンギ
スカンを食べてきましたよ。

ピチャリ92号で、紹介した紅葉橋の古写真で

すが、私が記載した時期よりも古い段階のも

ので、設置場所も現在とは異なることがわか

りました。お詫び申し上げますとともに、回

を改めて修正したいと思います。

＜２０１５．８＞

訂正します


